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一 

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日
提
出 

質

問

第

九

号 

  

地
方
公
務
員
の
人
員
整
理
と
取
扱
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
九
日 

提
出
者 

 

木 

村 
 

榮 

衆

議

院

議

長 

幣 

原 
喜 

重 

郞 

殿 



こ
う
い
う
状
況
の
下
に
お
い
て
県
当
局
は
、
整
理
す
る
必
要
の
な
い
人
員
を
官
吏
分
限
令
を
適
用
し
て
、
九
月
十
七
日
附 

で
小
島
悅
吉
（
畜
産
課
長
、
共
産
党
員
）
始
め
五
名
の
共
産
党
員
及
び
シ
ン
パ
に
対
し
て
休
職
、
森
内
氏
外
二
名
の
者
に
退
職 

行
政
機
関
職
員
定
員
法
に
基
き
、
政
府
は
、
九
月
三
十
日
ま
で
に
、
行
政
整
理
を
終
了
す
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
地
方 

公
務
員
に
対
し
て
も
ま
た
、
各
府
県
で
定
数
條
令
を
制
定
し
て
、
人
員
の
整
理
を
し
て
お
る
こ
と
は
こ
こ
に
述
べ
る
ま
で
も 

な
い
。
地
方
公
務
員
の
整
理
に
つ
い
て
は
、
多
少
行
き
す
ぎ
の
点
が
あ
り
、
政
治
的
に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
う
け 

る
点
も
相
当
あ
る
の
で
、
そ
の
顯
著
な
例
を
上
げ
て
、
地
方
公
務
員
に
対
す
る
一
般
的
問
題
と
し
て
の
、
政
府
の
所
信
を
質 

し
た
い
。 

德
島
県
で
は
七
月
の
県
会
で
、
定
員
二
、
八
六
八
人
の
定
数
條
令
を
制
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
県
庁
職
員
の
実
人
員
は
八
月 

二
十
五
日
現
在
で
二
、
六
〇
〇
人
程
で
あ
つ
て
、
約
二
百
名
の
開
き
が
あ
つ
て
、
か
え
つ
て
増
員
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

実
情
に
あ
つ
た
。 

地
方
公
務
員
の
人
員
整
理
と
取
扱
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



の
強
要
を
し
て
来
た
。
知
事
は
小
島
課
長
に
対
し
て
「
私
は
君
が
県
庁
内
で
仕
事
の
で
き
る
優
秀
な
課
長
で
あ
る
こ
と
も
知 

つ
て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
を
い
つ
て
お
る
。
官
吏
分
限
令
に
よ
る
処
分
は
、 

第
十
一
條 

官
吏
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
休
職
を
命
ず
る
こ
と
を
得 

第
三
條 

官
吏
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
そ
の
官
を
免
ず
る
こ
と
を
得 

3 

官
制
又
は
定
員
の
改
正
に
よ
り
過
員
を
生
じ
た
る
と
き 

2 

刑
事
事
件
に
関
し
起
訴
せ
ら
れ
し
と
き 

1 

懲
戒
令
の
規
定
に
よ
り
懲
戒
委
員
会
の
審
査
に
附
せ
ら
れ
た
る
と
き 

3 

官
制
又
は
定
員
の
改
正
に
よ
り
過
員
を
生
じ
た
る
と
き 

2 

傷
痍
を
う
け
若
は
疾
病
に
罹
り
、
そ
の
職
に
堪
え
ざ
る
に
因
り
又
は
自
己
の
便
宜
に
よ
り
免
官
を
願
出
た
る
と 

 
 

 
 

き 

1 

不
具
、
癈
疾
に
因
り
又
は
身
体
若
は
精
神
の
衰
弱
に
因
り
職
務
を
執
る
に
堪
え
ざ
る
と
き 

四 

 



四 

法
的
根
拠
が
全
然
な
い
の
で
不
当
で
あ
る
。
も
し
不
当
な
り
と
す
れ
ば
い
か
な
る
処
置
を
と
る
か
。
た
と
え
ば
復
職
さ 

せ
る
と
い
う
処
置
を
と
り
う
る
か
。 

と
な
つ
て
い
る
。
従
つ
て
小
島
氏
以
下
の
者
は
右
の
條
文
に
抵
触
す
る
一
点
さ
え
も
な
い
。
し
か
も
整
理
の
理
由
に
な
る 

と
「
私
の
た
め
に
も
、
本
人
の
た
め
に
も
、
又
県
民
そ
の
他
の
第
三
者
の
た
め
に
も
理
由
を
明
示
す
る
こ
と
は
適
当
で
な 

 

い
。
知
事
の
判
断
に
よ
り
明
示
し
な
い
。
」
と
い
つ
て
い
る
。
右
の
状
況
か
ら
し
て
政
府
は
、
左
の
各
項
に
つ
き
、
明
確
な
答

弁
を
さ
れ
た
い
。 

五 

も
し
法
的
根
拠
が
あ
る
と
す
れ
ば
明
確
に
示
せ
。 

三 

今
度
の
整
理
は
政
治
的
意
図
を
も
つ
て
、
行
わ
れ
て
い
る
と
思
う
が
如
何
。 

一 

地
方
公
務
員
法
が
な
い
今
日
に
お
い
て
は
、
地
方
公
務
員
の
公
務
員
と
し
て
の
取
扱
は
い
か
な
る
法
律
に
よ
る
か
。 

二 

地
方
公
務
員
の
身
分
保
障
は
い
か
な
る
法
律
に
よ
る
か
。 

4 
官
庁
事
務
の
都
合
に
よ
り
必
要
な
と
き 

五 

 



 

六 
六 
予
算
定
員
と
実
人
員
に
相
当
の
開
き
が
あ
る
。
右
の
よ
う
に
増
員
も
せ
ず
整
理
を
実
施
し
て
い
つ
た
と
き
、
こ
の
開
き 

に
相
当
す
る
人
員
の
予
算
は
い
か
に
処
置
さ
れ
る
か
。 

右
質
問
す
る
。 
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